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校長 星 輝伸

子どもたちが待ちに待った冬休みがいよい

よ明日から始まります。 17 日間の休みとなり

ます。クリスマス・お正月などを楽しみにし

ている子どもたちもいることと思います。

季節季節の行事には、日常生活に楽しみを与えるとともに、節目

を感じさせてくれます。この冬休みも楽しく、節目を感じられるよ

うな期間にしてほしいなと思います。

お正月は、日本最古の行事と言われます。今

年も幸せでありますように、との願いを込めて

歳神様（守り神）を迎える行事が始まりと言わ

れています。正月飾り、初詣、お雑煮、お年玉、鏡開きといった物は

この歳神様関連の行事です。「あけまして おめでとうございます」

の新年のあいさつは歳神様を迎えるときの祝福の言葉です。1 年の初

めであり、春の初めでもありました。(旧暦の感覚です。)「めでたい」

という言葉は、春になって植物の「芽が出る」という意味から出た言

葉です。新しい年を迎えて、「今年も頑張るぞ、」と気持ちを新たにするきっかけにした

いものですね。ご家庭でのんびりしながら、お子さんと、今年はどんなことを頑張ろうか、

何かに挑戦してみようかなど、語らうのもいいでしょうね。

１２月９日(金)に３年生２名が、浪江消防署かつらお分

駐署の見学に行って来ました。社会科の「くらしをまもる」

学習の一環です。日々のお仕事や分駐署の中の設備、救急

車や消防車の工夫など教えてもらいました。子ども

たちは、消防署や署員の

人たちが人々の暮らしを

守る大切な仕事をしてい

るということを学んでき

ました。



１２月１３日（火）に、全校児童でお楽しみ会（集

会活動）を行いました。今回は、1・2 年生が企画運営

をしました。いす取りゲームやまつぼっくりおとしな

どのゲームをして楽しみました。

12 月１６日(金)に、特別ゲストを招いての音楽授業がありました。昨年に引き続き、

バリトン歌手の土橋創さん、ピアニストの小林智春さんのお二人が、小中の校歌や子ども

たちが事前にリクエストした曲のメドレーを歌ったり演奏したりしてくれました。圧巻の

演奏は子どもたちの心に深く響いていたようでした。

１２月１６日(金)に児童全員で、双葉町にある東日本大震災・原子力災害伝承館の見学

に行って来ました。放射線教育の一環として見学したのですが、震災の恐ろしさや避難し

た原因なども学びました。「ふるさと創造学」としても深い学びができた見学でした。


